
 

 

平成２９年度 愛知学泉短期大学シラバス 

 

科目番号  科目名 担当者名 
基礎・専門

別 
単位数 

選択・必修

別 

開講年次・ 

時期 

22101 
公衆衛生学 

Public health program 
根間 健吉 専門基礎 2 必修 2 年 前期 

科目の概要 

公衆衛生とは組織化された地域社会によって人々の健康対策を図ることである。すなわち地域社会の協力によって衛
生的な環境を整え病気を予防し、寿命を延ばし、生活の質を高めることを目的としている。そのためには先ず、人々の
健康が自然・社会・文化的環境と強く関わっていることや、何よりも地球環境の保全が健康長寿を延伸するうえで不可
欠であることを認識しなければならない。この科目では健康の指標、生活環境の保全、母子保健や学校保健及び産
業保健について学修し、ヘルスプロモーションの進め方の技法を習得する。 

学修内容 到達目標 

① 人々の健康と自然、社会・文化的環境とのかかわりと、

現代人の生活が地球環境にどのような影響をもたらし

ているのか、学修する。 

② 人の健康に影響する要因を多方面から学修する。 

 

③ 感染症の成立要因と伝播様式を理解し、その発生予

防やまん延防止の方策について学修する。 

④ 生活習慣病及び健康教育とヘルスプロモーションに

ついて学修する。 

 

⑤ 母子保健、学校保健、産業保健の現状や課題、取り

組みの方向性について学修する。 

① 健康を組織的に保ち増進する方策としての公衆衛生

の意義が理解でき、環境保全に向けて、私たちは何を

すべきかを説明することができる。 

② 人の健康に影響する要因を理解し、集団検診の意義

や問題点、疫学の基本が説明できる。 

③ 感染症の成立要因と伝播様式を理解し、代表的な感

染症について流行の特徴や予防対策を説明できる。 

④ 生活習慣病の現状と取り組みの方向性及び健康教育

とヘルスプロモーションの概念やその取り組み方につ

いて説明できる。 

⑤ 少子化が急速に進む中で母子保健の現状、学校保健

における専門家の役割、職業病と労働者を保護する

枠組みを理解し説明できる。 

学生に発揮させる社会人

基礎力の能力要素 
学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例 

 

 

前 に

踏 み

出 す

力 

主体性 人間生活が地球環境にどのような影響をもたらいているかについて、指示がなくても必要

な文献および資料を検索して取り組むことができる。 

働きかけ力  

実行力 「健康・医療・介護・福祉」に関する学修内容に関して、提出期限までにレポートを仕上げ

るための手順や方法を考えて進めることができる。 

 

 

考 え

抜 く

力 

課題発見力 感染症の成立要因と伝播様式について事実に基づいて情報を客観的に整理し、その発

生予防や蔓延防止対策上の課題を見極めることができる。 

計画力  

創造力 健康教育とヘルスプロモーションについて物事を考えるときに、固定概念にとらわれず、多

角的に考えることができる。 

 

 

 

 

チ ー

ム で

働 く

力 

発信力 新聞から「社会生活と健康」に関する聞記事を見つけ出して収集し、整理した内容を的確

にわかりやすく説明できる。 

傾聴力 「健康・疾病・行動に関わる統計資料」について、人の意見を確認し、その中で新たなこと

に気づき、さらに自分の意見を建設的に述べることができる。 

柔軟性  

情況把握力  

規律性 無断欠席、遅刻、居眠り、私語など講義に支障をきたす行動をせず、授業が円滑に進行

するようルールを守ることができる。 

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力  

テキスト及び参考文献 

テキスト：「わかりやすい公衆衛生学最新版」清水忠彦他編集（ヌーヴェルヒロカワ）価格 2,200 円＋税 

参考文献：「国民衛生の動向、国民福祉の動向、厚生労働白書の各年版」（財団法人厚生統計協会、第一出版ほか） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他科目との関連、資格との関連 

他科目との関連：社会福祉概論、公衆栄養 

資格との関連：栄養士（管理栄養士）、医事管理士、医療管理秘書士 

学修上の助言 受講生とのルール 

新聞やテレビなどで報道される健康関連のニュースに注意を

払い環境問題や「保健・福祉・医療・介護」に関する情報を得

て、自分なりの考えをまとめて授業に臨んでください。 

新聞から学ぶ授業を推進するので、関心を示す記事につい

て収集し感想をまとめてください。また、レポートの提出期限

は守ってください。 



 

 

【評価方法】 

評価方法 
評価の 

割合 

到達 

目標 
各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント 

筆記試験 60 

①  ✓ 保健・医療・福祉について総合的に現状や問題点を把握しているか、また、地球
環境の保全が健康長寿を延伸するうえで不可欠であることの理解の上に立って、

「私たちは何をすべきか」、の問いに答えることができるかを重点的に評価する。 

・代表的な感染症の感染経路や感染源及び、予防対策に関する理解度を確認

し、評価する。 

・産業保健、健康教育とヘルスプロモーションに関する理解度を評価する。 

・全国栄養士実力認定試験の「B評価」以上の学力を以って合格とする。 

②  ✓ 

③  ✓ 

④  ✓ 

⑤  ✓ 

小テスト  

   

  

  

  

  

レポート 30 

①  ✓ ・学修内容①～⑤に係る新聞記事を 10 件収集し、それぞれ 300 字以内で 

感想や意見をコメントして提出する。レポートは第 14 週に一括して提出するこ 

ととし、具体的な作成要領は授業で示す。 

・新聞記事に対して自らの考えや意見がしっかり述べられているか、指定され 

たとおりのファイリングであるか、収集した資料に一貫性があって、しかも系統 

的に整理されているかを重点的に評価する。 

②  ✓ 

③  ✓ 

④  ✓ 

⑤  ✓ 

成果発表 

（口頭・実技） 
 

   

  

  

  

  

作品  

   

   

  

  

  

社会人基礎力

（学修態度） 
5 

①  ✓ （主体性）・人間生活が地球環境にどのような影響を与えているか、指示がな

くても必要な文献および資料を検索して取り組むことができる。 
（実行力）・「健康・医療・介護・福祉」に関する学修内容に関して、提出期限ま

でにレポートを仕上げるための手順や方法を考えて進めることができる。 

（課題発見力）・感染症の成立要因と伝播様式について、事実に基づいて情

報を客観的に整理し、発生予防や蔓延防止の課題を見極めることができる。 

（創造力）・健康教育とヘルスプロモーションについて、これまでの固定概念に

とらわれず、多角的に考えることができる。 

（発信力）・新聞から「社会生活と健康」に関する情報を見つけ出し、内容を整

理して的確な文章又は口頭で説明できる。 

（傾聴力）・「健康・疾病・行動に関わる統計資料」について、人の意見を確認

し、その中で新たなことに気づき、さらに自分の意見を建設的に述べることが

できる。 

（規律性）・無断欠席、遅刻、居眠り、私語など講義に支障をきたす行動をせ

ず、授業が円滑に進行するようルールを守ることができる。 

②  ✓ 

③  ✓ 

④  ✓ 

⑤  

その他 5 

①   ・第 4 週、第 9 週、第 13 週には整理ノートを提出する。（5 点） 

 ②  

③  

④  

⑤  

総合評価 

割合 
100 

   

 

 



 

 

【到達目標の基準】 

到達レベル A（優）の基準 到達レベル B（良）の基準 

★健康を組織的に保ち増進する方策としての公衆衛生

の意義が理解でき、環境保全に向けて、私たちは何を

すべきかを具体的な例を示して説明することができる。 

★人の健康に影響する要因を理解し、集団検診の意義

や問題点、疫学の基本が例を示して十分説明できる。 

★感染症の成立要因と伝播様式を理解し、代表的な感

染症について流行の特徴や予防対策をしっかり説明で

きる。 

★生活習慣病の現状と取り組みの方向性及び健康教育

とヘルスプロモーションの概念やその取り組み方につい

て、具体的な例を示して説明できる。 

★少子化が急速に進む中で母子保健の現状、学校保

健における専門家の役割、職業病と労働者を保護する

枠組みを十分把握し説明できる。 

 

★健康を組織的に保ち増進する方策としての公衆衛生

の意義が理解でき、環境保全に向けて、私たちは何をす

べきかを資料を基に説明することができる。 

★人の健康に影響する要因を理解し、集団検診の意義

や問題点、疫学の基本が資料により説明できる。 

★感染症の成立要因と伝播様式を理解し、代表的な感

染症について流行の特徴や予防対策をある程度説明で

きる。 

★生活習慣病の現状と取り組みの方向性及び健康教育

とヘルスプロモーションの概念やその取り組み方につい

て説明できる。 

★少子化が急速に進む中で母子保健の現状、学校保健

における専門家の役割、職業病と労働者を保護する枠組

みを把握し説明できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

週 学修内容 
授業の 

実施方法 
到達レベル C（可）の基準 予習・復習 

時間

（分） 

能力

名 

１週 

/ 

（ガイダンス） 

授業の概要と進め方、健

康を保持・増進するための

公衆衛生の意義を学ぶ。 

講義・質疑応答 

健康と自然・社会・文化的環

境との関わりの中で、人々の

健康を保ち増進するための公

衆衛生の意義を説明できる 

（復習）人々の健康を保ち増

進するための公衆衛生の意

義についてまとめる。 

（予習）現代の健康影響の問

題点を調べる。 

 

180 

 

 

 

 

主体

性 

２週 

/ 

（健康と環境・疫学方法） 

現代の健康影響の諸問

題、生態学的環境（エコロ

ジー）物理・科学的環境、

社会的・文化的環境、集団

の特性を学ぶ。 

講義・質疑応答 

エコロジー、社会的文化的環

境、集団の特性、集団検診、

疫学の種類と特徴について説

明することができる。 

（復習）社会的文化的環境、

集団の特性、集団検診、疫学

の種類についてまとめる。 

（予習）国勢調査について調

べる。 

180 

 

課題

発見

力 

３週 

/ 

（健康の指標） 

人口問題、人口動態統

計、健康状態と受領状況

について学ぶ。 

講義・質疑応答 

 

国勢調査の概要や死亡率、

乳児死亡、周産期死亡、生命

表など疾病統計を把握し、国

際比較しながら説明できる。 

（復習）国勢調査の概要や死

亡率、乳児死亡、周産期死亡

について国際比較してまとめ

る。 

（予習）感染症の成立要因、

感染症の種類を調べる。 

 

180 

 

課題

発見

力 

４週 

/ 

（感染症とその予防） 

感染症の成立要因、感染

症の種類、感染症予防の

基本、主な感染症、感染

症の動向と感染症法につ

いて学ぶ。 

講義・質疑応答 

整理ノート提出 

感染症の成立要因と伝播様

式を理解し、発生予防やまん

延防止の方策について説明

することができる。 

（復習）HIV、AIDS、結核など

の主な感染症の種類とその成

立要因及び伝播様式を復習

する。 

（予習）地球温暖化、大気汚

染、水質汚濁について調べ

る。 

 

180 

 

創造

力 

規律

性 

５週 

/ 

（生活環境の保全） 

現代の環境汚染の特徴、

地球温暖化とその対策、

日本の環境保全対策、生

活環境の安全、ごみ・廃棄

物の処理について学ぶ。 

講義・質疑応答 

地球温暖化、大気汚染、水質

汚濁、飲料水の安全など、現

代人の生活が地球環境に与

える影響につて説明できる。 

（復習）日本の環境保全対

策、生活環境の安全、ごみ・

廃棄物の処理についてまとめ

る。 

（予習）国民皆保険制度、医

療保障制度、被用者保険、診

療報酬のしくみを調べる。 

 

180 

 

傾聴

力 

６週 

/ 

（医療・介護の保障制度） 

医療保障制度、医療保

険、高齢者医療制度、公

費負担医療、介護保険に

ついて学ぶ。 

講義・質疑応答 

 

国民皆保険制度、医療保障

制度、被用者保険、診療報酬

のしくみ、介護保険について

説明できる。 

（復習）医療保障制度、介護

保険制度の特色、目的と内容

について復習する。（予習）保

健所の機能について調べる。 

 

180 

 

実行

力 

７週 

/ 

（地域保健活動） 

地域保健法の理念と指

針、医療サービスの供給

体制、マンパワー、救急医

療と災害医療、について学

ぶ。 

講義・質疑応答 

 

保健所の機能、介護老人保

健施設、ヘルスサービスの方

向性、地域保健の課題につい

て説明できる。 

（復習）地域保健法の理念と

指針、医療サービスの供給体

制についてまとめる。（予習）

母子保健の現状について統

計資料を基に調べる。 

 

180 

 

課題

発見

力 

８週 

/ 

（母子保健・生活習慣病） 

歴史的経過、統計からみ

た母子保健の現状、生活

習慣病の概念と現状につ

いて学ぶ。 

講義・質疑応答 

 

統計からみた母子保健、母

子保健の現状、母子保健の

新たな課題、生活習慣の改

善と健康について説明でき

る。 

（復習）母子保健の現状、生

活習慣病の概念と現状につ

いてまとめる。 

（予習）学校保健制度の仕

組み、学齢期の健康状態を

調べる。 

180 

 

発信

力 

能力名：主体性  働きかけ力  実行力  課題発見力  計画力  創造力  発信力  傾聴力  柔軟性  情況把握力  規律性  

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 

 



 

 

週 学修内容 
授業の 

実施方法 
到達レベル C（可）の基準 予習・復習 

時間

（分） 

能力

名 

９週 

/ 

（学校保健） 

学校保健制度の仕組み、

学齢期の健康状態、学校

環境衛生、学校給食、学

校安全について学ぶ。 

講義・質疑応答 

整理ノート提出 

学校保健の概要と学齢期の健

康状態、学校における感染症

予防、学校安全について説明

できる。 

（復習）児童生徒の健康状

態、学校保健対策やいじめ、

自殺、不登校などの現状、学

校保健制度の仕組み、学校

環境衛生、学校給食、学校安

全についてまとめる。 

（予習）労働災害とは何か、防

止対策は何かを調べる。 

180 

 

主体

性 

規律

性 

10 週 

/ 

（産業保健） 

健康に影響を及ぼす労

働環境、労働による健康

障害の状況、労働衛生管

理の仕組み、職業病とそ

の対策、THP について学

ぶ。 

講義・質疑応答 

 

労働と健康、労働災害、熱中

症や減圧症などの職業性疾

患及び産業保健に関して説

明できる。 

（復習）熱中症や減圧症など

の職業性疾患についてまとめ

る。 

（予習）大気汚染、水質汚染

を防ぐために個人として何が

できるかまとめる。 

180 

 

創造

力 

11 週 

/ 

（環境と健康①） 

大気汚染、水質汚染、土

壌汚染、騒音などの公害

及び地球温暖化、酸性

雨など環境汚染や公害

対策を学ぶ。 

講義・質疑応答 

 

大気汚染、水質汚染、土壌汚

染、騒音などの公害及び地球

温暖化、酸性雨など環境破壊

と健康対策について説明でき

る。 

（復習）大気汚染、水質汚染、

土壌汚染、騒音などの公害及

び地球温暖化についてまとめ

る。 

（予習）住所地自治体の上下

水道、住居環境、廃棄物処理

の状況を調べる。 

180 

 

発信

力 

１2 週 

/ 

（環境と健康②） 

上下水道、住居環境、廃

棄物、動物由来感染症、

衛生害虫、放射線など、

環境衛生と健康について

学ぶ。 

講義・質疑応答 

 

上下水道、住居環境、廃棄

物、動物由来感染症、衛生害

虫、放射線と健康について説

明できる。 

（復習）上下水道、住居環境、

廃棄物、動物由来感染症、衛

生害虫、放射線など、環境衛

生と健康についてまとめる。 

（予習）ヘルスプロモーション

の概念や栄養士としての取り

組み方について調べる。 

180 

 

実行

力 

１3 週 

/ 

（健康教育と栄養士の関

わり） 

ヘルスプロモーションの

概念や栄養士としての取

り組み方について学ぶ。 

講義・質疑応答 

整理ノート提出 

 

健康教育とヘルスプロモーシ

ョンの概念やその取り組み方

について、栄養士の立場から

説明できる。 

 

（復習）健康教育とは何か、ヘ

ルスプロモーションの目的、方

法についてまとめる。 

（予習）精神障害者の人権尊

重の観点から考えをまとめる。 

180 

 

傾聴

力 

規律

性 

１4 週 

/ 

（精神保健福祉） 

精神医療の歴史、法制度

の変遷、精神保健福祉行

政、精神障害者のリハビ

リテーション、精神保健の

新たな課題について学

ぶ。 

講義・質疑応答 

レポート提出 

 

精神障害者の人権尊重につ

いて理解し、自殺や発達障

害、アルコールや薬物依存な

ど精神保健の新たな課題につ

いて説明できる。 

（復習）精神障害者の人権尊

重に関する憲章や自殺や発

達障害、薬物依存について

復習する。 

（予習）現代社会における生

活環境と健康について、まと

めをする。 

180 

 

課題

発見

力 

規律

性 

１5 週 

/ 

（これからの公衆衛生） 

社会の変貌と公衆衛生、

情報社会における公衆衛

生、公衆衛生の倫理につ

いて学ぶ。 

講義・質疑応答 

 

地球環境への対応、当面の課

題への対応、倫理と社会規

範、法と公衆衛生について説

明できる。 

（復習）地球環境への対応、

当面の課題への対応、倫理と

社会規範など今後の公衆衛

生のあり方について栄養士の

視点から復習する。 

180 

 
 

能力名：主体性  働きかけ力  実行力  課題発見力  計画力  創造力  発信力  傾聴力  柔軟性  情況把握力  規律性  

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


